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源財
主自

21%

79%
源
財
存
依

総務費
6億5,277万円
（18％）

議会費  5,594万円（2％）

民生費
8億2,872万円
（23％）

衛生費
2億1,756万円
（6％）

労働費  1,357万円（0.4％）

商工費
2億283万円（6％）

消防費
1億8,196万円
（5％）

公債費
3億9,043万円
（10％）

農林水産業費
3億2,720万円
（9％）

土木費
4億4,895万円
（12％）

教育費
3億4,670万円
　　（9％）

町債として借りた
お金の返済支出分 人件費や徴税・選挙・各調査・

戸籍業務にかかったお金

農業基盤整備や地籍調査
などにかかったお金

高齢者・障がい者福祉・
保育園の委託料などに
かかったお金

小中学校教育運営全般
にかかったお金

地方譲与税  3,581万円（1％）

町 税
4億3,753万円
（11％）

繰越金
1億5,532万円（4％）

繰入金
4,843万円（1％）

諸収入
1億2,090万円（3％）

各種交付金
1億8,８２４万円（5％）

国庫支出金
4億9,167万円
（13％）

県支出金
3億6,597万円
（10％）

地方交付金
17億8,796万円
（46％）

その他
6,057万円（2％）

町民税、固定資産税
軽自動車税など

特別会計や基金から
持ってきたお金

令和3年度の決算で
繰り越されたお金

県からの
補助金など

行政の格差をなくす
ため、国から交付
されたお金

電源立地地域対策交付金、
ゴルフ場利用税交付金、
地方消費税交付金 など

国からの
補助金など

38億　　　
3,087万円

こどもの医療費・予防接種・健診・
ごみ処理などにかかったお金

一般会計

歳入
36億　　　
6,664万円

一般会計

歳出
 町債

1億3,848万円
（4％）

道路や河川の整備・維持
などにかかったお金

国や県から入ってくるお金
　　地方交付税、交付金、
　　支出金、町債、譲与税

依存財源とは？

町が自主的に収入できるお金
町税、分担金・負担金、使用料・手数料、
財産収入、寄附金、繰入金、繰越金、
諸収入

自主財源とは？

一般会計と８特別会計の決算は
歳入 一般会計　38億3,087万円 特別会計　18億9, 070万円 総額　57億2,157万円（前年比  1億5,489万円減）
歳出 一般会計　36億6,664万円 特別会計　17億7, 322万円 総額　54億3,986万円（前年比  1億8,089万円減）

令  和  ４  年  度  決  算  認  定令  和  ４  年  度  決  算  認  定

町債（借金）と基金（貯金）の状況

町  債
（借金）

基  金
（貯金）

（一般会計）

（特別会計）

　　 27億8,284万円

　　 13億1,063万円
合計 40億9,347万円
町民１人あたり

（千円未満切り捨て）
100.4万円

町民１人あたり

（千円未満切り捨て）
70.3万円

令和５年３月末人口：4,075人

28億6,603万円

各会計の決算状況

会　　計　　名 決　　　　　算 差 引 残 高歳　　　入 歳　　　出
一 般 会 計 38億3,087万円 36億6,664万円 1億6,423万円

特
　
別
　
会
　
計

国 民 健 康 保 険 ５億2,977万円 4億9,222万円 3,755万円
介 護 保 険 6億9,527万円 6億4,801万円 4,726万円
後 期 高 齢 者 6,428万円 6,325万円 103万円
簡 易 水 道 2億1,425万円 2億 715万円 710万円
特 定 地 域 生 活 排 水 1,279万円 1,136万円 143万円
農 業 集 落 排 水 1億2,984万円 1億2,429万円 555万円
下 水 道 2億2,404万円 2億1,605万円 799万円
宅 地 造 成 2,046万円 1,089万円 957万円

　 合 　 　 　 計 　 57億2,157万円 54億3,986万円 2億8,171万円

金額は１万円未満を四捨五入して表示しているため、合計金額と一致しません
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産業観光課関係

〇町農業機械施設設備事業補助金	 117万円………�農業所得の向上と農地の維持・発展につなげるための
機械導入補助（柿木地区）

★町主食用米緊急支援事業補助金	 1,167万円………�感染症や世界情勢の影響を受け、経営が圧迫されてい
る農業者の支援として収入減少分の一部補助

★来てみてアピール応援支援金	 713万円………�新型コロナウイルス感染症により集客が減少し経営に
影響を受けている来店型店舗への支援

★プレミアム付商品券利用事業交付金	8,539万円………�町民への生活支援と町内事業者の活性化対策として商
品券10,000円分を5,000円で2回販売

〇井鼻海水浴場駐車場用地買収費	 589万円………�井鼻海水浴場第1及び第2駐車場の用地を買収し、将来
的な固定費の削減

〇まち周遊イベントPR業務委託料	 445万円………�テレビ、ラジオ、SNS広告を活用し、まち周遊イベントの周知

★印は新型コロナウイルス対策交付金関連事業

生活を守る町民サービスを実施！

令和４年度 一般会計

～主な事業を紹介～

主な事業を ピックアップ！！　　
総務課関係

〇町デマンド交通運行費補助金	 1,004万円………�地域住民の移動手段を確保するための運行費補助
	 …　　（運行便数　1,792便、利用者数2,211人）
〇ふるさと出雲崎応援基金積立	 1,645万円………�ふるさと応援の寄附金を財源とした目的基金への積立

（寄附 434件）
〇ふるさと納税寄附謝礼	 353万円………�ふるさと納税の寄附者への返礼品
★住民税非課税世帯等臨時特別給付金	 790万円………�住民税非課税世帯を対象に1世帯当たり10万円を支給

した経済的支援（79世帯）
★燃料購入費等助成事業交付金	 4,366万円………�燃料等の購入費等に使用できる助成券を支給し、経済

的負担の軽減
★電気・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金	 2,225万円………�住民税非課税世帯を対象に1世帯当たり5万円を支給し

た経済的支援（445世帯）

建設課関係

〇除雪委託料	 1,901万円………�冬季道路・歩道の除雪（一斉出動7回、部分出動 4回）
〇町道維持修繕工事	 1,093万円………�町道山谷線道路修繕工事ほか11件
〇町道維持修繕工事（緊急自然災害防止対策事業分）
	 3,318万円………�町道大門団地線道路修繕（その1）工事ほか2件
〇道路新設改良舗装工事	 8,345万円………�町道の新設・改良・舗装工事（7件）
〇米田町営住宅改修工事	 769万円………�米田町営住宅外壁改修工事
〇町新生活スーパー住まい取得リフォーム支援補助金
	 1,066万円………�町新生活スーパー住まい取得・リフォーム支援補助金（11件）
〇大門町営住宅（第1団地）除却工事	 712万円………�大門町営住宅（第1団地）除却工事　4棟

教育課関係

〇通学バス運行業務委託料	 2,144万円………�大型バス2台を配車、小学校児童と12〜3月は中学生
徒も含め運行

〇良寛記念事業補助金	 335万円………�良寛堂建立100周年記念、第44回全国良寛会出雲崎大
会を開催する補助

〇町高校生通学費助成金	 186万円………�高校生保護者の経済的負担軽減を図るため、通学定期
券購入の3割補助

〇良寛記念館展示棟屋根改修工事	 638万円………�良寛記念館展示棟屋根改修（カラーステンレス186㎡）
〇公設学習塾事業費	 522万円………�生徒の学習意欲の高揚と学力向上のための支援

子ども未来室関係

〇保育実施委託料	 6,947万円………小木之城保育園、広域入所保育実施委託料
〇認定こども園施設型給付費等	  6,909万円………出雲崎町こども園、広域入所認定こども園給付費
〇児童手当	 4,229万円………児童手当支給（R4.2〜R5.1まで　延3,812人）
〇町幸せを運ぶコウノトリ祝金	 970万円………出産準備金（30万円）11人、出産祝金（20万円）32人
★子育て世帯生活支援特別給付金	 75万円………子育て世帯への生活支援特別給付金
	 …　　（ひとり親世帯以外の世帯）

町民課関係

〇資源ごみ分別回収・処理委託料	 2,361万円………�生活環境の保全と公衆衛生の向上と適正処理
〇一般ごみ収集運搬・処理委託料	 3,270万円………�同　上
〇ふるさと就職支援商品券発行事業交付金	 594万円………�新規学卒者、Uターン者に対し、商品券を1月1万円交付

（受給者 51人）

保健福祉課関係

〇高齢者福祉タクシー・バス利用料助成事業
	 628万円………�交通機関の利用が困難な方や、交通手段を持たない高

齢者にタクシーバス券を支給（利用者368人）
〇後期高齢者医療広域連合負担金	 5,882万円………�共通経費・医療給付費負担金
〇子どもの医療費助成事業	 1,027万円………�子どもの医療費の助成（0歳から高校卒業まで）
★新型コロナウイルスワクチン接種対策費	 2,339万円………�予防接種法に基づく新型コロナウイルスワクチン接種の実施
〇定期予防接種委託料	 968万円………�予防接種法に基づく定期接種の実施
〇健康増進事業	 939万円………�18歳以上を対象に実施（健康相談、健康診査）
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決算審査特別委員会
令和 4 年度一般会計・特別会計決算は決算審査特別委員会に付託して審議し
次の意見を付して全会一致で認定されました。

■総務文教分科会
１、�ふるさと納税の件数が前年度比、約6割の減少を見た。今後、返礼品の内容や

　　PR方法について十分検討し対策を講じるよう求める。

２、�町民の足となる地域公共交通のあり方について、今後、利便性の向上を検討し改善を図るよう望む。

３、�公設学習塾は生徒・保護者ともに好評を得ているので、今後も継続的な運営を期待する。

４、�コロナ禍で縮小した公民館活動の復活を図られるよう求める。

■社会産業分科会
１、�町ふるさと逸品開発の強化により、町の返礼品目を増やし、納税額のアップに努めよう求める。

２、�農業法人の早期設立に向けて邁進するよう求める。

３、�高齢者福祉タクシー・バス券の利用率が58%と少なく、必要な人がより利用できるような活用を求める。

４、�子育て環境は県内トップクラスで効果が出ており、情報発信による今以上の効果を求める。

小
黒
議
員
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も
の
か
ら
抜
粋
し
て

�

掲
載
し
て
い
ま
す

可決した補正予算

一 般 会 計補正予算（第５号）

議案16件を可決・承認 6月14日から22日（9日間）会 期99 月  定 例 会月  定 例 会

主な歳入 主な歳出

・新型コロナウイルス感染症対応
　　地方創生臨時交付金追加 � ���� 1,512万円
・財政調整基金繰入減 � ������ ▲2,120万円
・前年度繰越金追加 � �������� 4,867万円
・臨時財政対策債減 � �������� ▲188万円

燃料等の価格高騰による町民の経済的負担を支援！

・地域おこし協力隊住居借上げ料 � ����30万円
・空家等再生活用支援事業補助金追加 � � 100万円
・燃料購入費等助成事業交付金 � ��� 2,000万円
・児童遊園遊具点検業務委託料追加 � ��� 4万円
・きらり屋外遊具施設整備計画
　　実施業務委託料追加 � ������� 110万円
・有害鳥獣捕獲の担い手
　　緊急確保補助事業補助金 � ������ 7万円
・天領の里レストラン厨房
　　空調設備修繕工事 � ���������68万円
・小学校校舎棟空調設備改修工事
　　設計業務委託料 � ����������49万円
・小中学校給食地場産食材料費追加 � ���37万円
・中学校施設修繕料追加 � ��������39万円

デザインバス

会　　　　　計 補正額 補正後の予算額
令 和 5 年 度 一 般 会 計（第５号） 5,715万円1千円 36億1,985万円5千円

特別会計 介 護 保 険 事 業（第１号） 4,735万円2千円 6億8,235万円2千円
簡 易 水 道 事 業（第２号） 1,670万円0千円 1億9,511万円5千円

・小
お

黒
ぐろ

重
しげ

幸
ゆき

 さん（久田）

・中
なか

野
の

正
まさ

和
かず

 さん（大門）

固定資産評価審査委員会委員の選任に同意
� （令和５年10月４日から３年間）案 人人

案

事

件

小学校4階小ホール及び図工
室に床置き型エアコン4台を
設置する設計業務委託料

地域部活動移行に伴い、休日の
音楽室の安全な使用のため、
扉・施錠等に改修を加えるもの

陳情 陳情第６号
健康保険証の存続を求める陳情

陳情第７号
私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の増額
拡充を求める意見書の採択を求める陳情

不採択

採　択

審査
結果

審査
結果

可決された意見書
発委第２号
私立高校の学費負担軽減と専任教員増を促進するため、私学助成の増額・拡充を求める意見書

補
正
予
算
質
疑

令
和
５
年
度
９
月

委員長　仙海 直樹

7 6い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号 令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号

令
和
４
年
度

主
な
事
業

令
和
４
年
度

決
算
認
定

７
月
臨
時
会

７
月
臨
時
会

一
般
質
問

一
般
質
問

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

町
村
議
会

広
報
研
修
会

町
村
議
会

広
報
研
修
会

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

令
和
４
年
度

決
算
認
定

令
和
４
年
度

決
算
認
定



※一般質問の原稿は、それぞれの質問者が作成しています。

９月定例会の録画中継はこちらからご覧いただけます➡

出雲崎町議会
YouTube チャンネル

一 般 質 問一 般 質 問一 般 質 問 ～町政を問う～～町政を問う～～町政を問う～

質問項目

詳細は10ページ

１．小・中学校給食費の負担
軽減について

石川　豊 議員1

質問項目

詳細は11ページ

１．出雲崎のこれから

小黒博泰 議員2

質問項目

詳細は12ページ

１．10期目を目指し次期町長
選挙に出馬することにつ
いて

仙海直樹 議員3

質問項目

詳細は13ページ

１．出雲崎大祭について

高橋速円 議員4

質問項目

詳細は14ページ

１．多世代交流館施設きらり
について

島 明日香 議員5

質問項目

詳細は15ページ

１．特別支援の理解に関する
進めかたについて

髙桑佳子 議員6

いし かわ　　  ゆたか お　ぐろ ひろ やす せん かい なお　き

たか はし  そく えん しま　 　あ　す　か たか くわ  よし こ

主な歳入 主な歳出
・前年度繰越金追加 � ����������1,131万円
・土地貸付料 � �������������� 15万円
・住宅用地造成事業特別会計繰入金減 � ��▲788万円

・ヒラメ養殖場旧直売所除去工事 � �����130万円
・防火水槽設置付近家屋調査業務委託料 � ��180万円
・施設修繕料（妻入り会館エアコン） � ��� 38万円

一般会計補正予算（第４号）

主な歳入 主な歳出
・前年度繰越金追加 � ������������ 9万円 ・団地造成工事 � �������������735万円

・施設修繕料 � �������������� 30万円
・一般会計繰出金減 � ����������▲788万円

住宅用地造成事業特別会計（第１号）

7月臨時会では、権利の放棄など議案3件が上程され、
慎重審議の結果、全会一致で可決しました。

7月31日（1日間）
7月 臨 時 会7月 臨 時 会

会 期

小
黒
議
員

 

木
の
根
や

丸
太
の
類
い
等
が
宅
地

の
下
に
埋
ま
っ
て
い
る

た
め
に
撤
去
を
す
る
費

用
で
あ
る
が
、
造
成
す

る
前
に
行
政
で
も
あ
る

程
度
の
把
握
を
し
て
い

た
の
で
は
な
い
か
。

　

事
前
の
調
査
が
甘
い

と
思
う
。

建
設
課
長

 

残
土
捨
場

を
そ
の
ま
ま
造
成
地
と

す
る
こ
と
は
、
や
や
考

え
が
甘
か
っ
た
と
認
識

は
し
て
い
る
。

　

あ
ら
か
じ
め
、
部
分

的
な
掘
削
調
査
は
必
要

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
感
じ
て
い
る
が
、

最
終
的
に
分
譲
前
に
は

完
璧
な
も
の
と
し
て
分

譲
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

宮
下
議
員

 

２
メ
ー
ト

ル
以
上
の
深
さ
で
掘
り

起
こ
し
て
い
き
、
内
容

物
を
取
り
出
し
埋
め
立

て
て
も
、
果
た
し
て
住

宅
地
と
し
て
適
正
な
の

か
。

　

圧
密
で
沈
下
が
起
き

る
こ
と
も
あ
り
得
る

が
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
き
た
場
合
は
整
備

に
関
連
す
る
こ
と
は
行

政
が
や
る
の
か
。

建
設
課
長

 

間
違
い
な

く
住
宅
は
建
て
ら
れ
る

土
地
で
あ
る
。

　

販
売
前
に
埋
設
物
が

あ
り
、
残
土
の
埋
め
立

て
用
地
で
あ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
十
分
説
明
し

た
上
で
、
買
い
求
め
い

た
だ
く
。

　

購
入
後
に
つ
い
て

は
、
買
い
求
め
て
い
た

だ
い
た
方
か
ら
対
応
を

し
て
い
た
だ
く
。

小
黒
議
員

 

原
状
復
旧

に
要
す
る
費
用
が
資
料

に
よ
る
と
基
礎
も
含

め
、
140
万
円
と
な
っ
て

い
る
。

　

同
時
に
基
礎
ま
で
除

却
し
た
場
合
は
140
万
円

で
収
ま
る
が
、
今
回
は

上
屋
だ
け
で
、
ま
た
別

で
基
礎
だ
け
撤
去
す
る

と
な
る
と
140
万
円
で
は

収
ま
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長

 

し
ば
ら
く

使
う
見
込
み
が
な
い
の

で
、
基
礎
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
剥
い
で
し
ま

う
と
、
草
刈
り
等
の
費

用
が
発
生
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
若
干
割
高
に

な
る
と
思
う
が
ご
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
。

第
２
期

や
ま
や
団
地

�

工
事
請
負
費
735万円

ひ
ら
め
養
殖
場

旧
直
売
所

�

除
却
工
事
130万円

可決した補正予算
会　　　　　計 補正額 補正後の予算額

令 和 5 年 度 一 般 会 計（第４号） 358万4千円 35億6,270万4千円
住 宅 用 地 造 成 事 業（第１号） 9万6千円 1,689万6千円

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て

　�

掲
載
し
て
い
ま
す

補
正
予
算

　
　
質
疑

令
和
５
年
度
7
月

議案第45号 ■権利の放棄について
1. 放棄する権利　町有地返還に伴う原状に復して引き渡しを受ける権利
2. 債　務　者　出雲崎漁業生産組合
3. 放棄する金額　返還する町有地の原状回復に要する費用 950万円
4. 理　　　　由　�債務者がひらめ養殖施設として使用しなくなったため、無償で貸し付けていた

町有地の明け渡しを求めたところ、債務者が無資力の状態にあり、資力の回復
が困難で原状に復する見込みがないと認められたため、債務者の原状回復義務
を免除するもの。

解体予定の建物

9 8い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号 令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号

令
和
４
年
度

主
な
事
業

令
和
４
年
度

決
算
認
定

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

一
般
質
問

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

町
村
議
会

広
報
研
修
会

町
村
議
会

広
報
研
修
会

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

令
和
４
年
度

決
算
認
定

７
月
臨
時
会

一
般
質
問

令
和
４
年
度

決
算
認
定



Q&A出雲崎のこれから
課題も多く、
解決策の問題も多い

町長

小黒 博泰 議員

小
黒

 

町
長
は
最
近
、
特
に

挨
拶
の
な
か
で
課
題
が
多
く
あ

る
と
話
さ
れ
て
い
る
通
り
、
当

町
に
お
い
て
は
少
子
高
齢
化
、

人
口
減
少
、
農
業
、
漁
業
な
ど

に
課
題
が
多
く
あ
る
。

　

町
で
は
、
様
々
な
支
援
策
を

設
け
て
い
る
が
、
他
に
は
な
い

手
厚
い
子
育
て
支
援
だ
け
が
施

策
と
し
て
目
立
っ
て
い
る
と
思

う
。
儲
か
る
農
業
に
向
け
て
の

法
人
化
に
も
注
目
は
あ
る
が
、

先
が
見
え
な
い
状
態
で
あ
る
と

考
え
る
。

　

全
て
の
問
題
を
解
決
す
る
に

は
時
間
も
か
か
り
、
財
政
負
担

も
大
き
く
関
わ
る
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
一
歩
一
歩
前
進
し

な
け
れ
ば
、
問
題
解
決
に
は
至

ら
な
い
と
考
え
る
。

　

こ
の
先
５
年
、
10
年
後
の
出

雲
崎
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の

か
、
以
下
の
３
つ
の
課
題
に
つ

い
て
、
町
長
の
構
想
を
伺
う
。

出
雲
崎
の
こ
れ
か
ら

① 

空
き
家
、
空
き
地
対
策
に

�

つ
い
て

町
長

 

空
き
家
、
空
き
地
の

活
用
を
加
速
す
る
対
策
で
、
令

和
４
年
度
か
ら
各
種
の
助
成
制

度
を
拡
充
し
、
こ
れ
ら
の
施
策

が
空
き
家
の
流
動
化
に
つ
な

が
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
の
対
応
は
、
行
政
側
と

し
て
も
問
題
に
関
与
し
、
民
間

の
活
力
面
も
併
用
し
な
が
ら
、

積
極
的
に
こ
の
問
題
の
解
決
に

当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
し
か
し
、
な
か
な
か

厳
し
い
問
題
も
あ
る
が
、
厳
し

い
問
題
が
あ
る
か
ら
と
言
っ

て
、
怠
惰
に
た
だ
待
つ
わ
け
に

は
い
か
な
い
、
や
は
り
積
極
果

敢
に
将
来
を
見
通
し
た
中
で
問

題
を
少
し
で
も
解
決
し
て
い
か

な
け
れ
ば
と
考
え
る
。

② 

観
光
振
興
に
つ
い
て

町
長

 

観
光
振
興
に
つ
い
て

は
、
第
６
次
出
雲
崎
町
総
合
計

画
の
中
で
中
長
期
の
構
想
を
定

め
、
本
町
の
潜
在
的
な
資
源
を

有
効
活
用
し
、
新
た
な
観
光

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
受
入
れ
な

が
ら
態
勢
の
整
備
を
進
め
、
努

め
る
と
あ
る
。

　

基
本
的
に
は
、
観
光
と
は
光

を
見
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

光
と
は
、
自
然
、
文
化
、
歴
史
、

食
、
こ
の
光
る
も
の
を
外
に
発

信
し
な
が
ら
、
訪
れ
た
人
が
そ

の
光
に
触
れ
、
体
験
し
て
、
味

わ
い
、
幾
度
も
訪
れ
た
い
町
と

い
う
知
名
度
を
高
め
る
こ
と
が

肝
要
だ
と
思
う
。

　

観
光
は
、単
に
遊
び
心
と
か
、

単
に
お
い
で
を
い
た
だ
く
こ
と

で
は
な
く
、
地
域
の
商
業
、
農

業
、
水
産
を
は
じ
め
、
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
、

お
も
て
な
し
と
歴
史
、
文
化
、

自
然
に
触
れ
、
感
動
に
出
会
え

る
町
づ
く
り
を
目
指
す
。

小
黒

 

天
領
の
里
か
ら
妻
入

り
の
街
並
へ
の
案
内
看
板
な
ど

が
な
い
。
空
き
家
、
空
き
地
対

策
、歴
史
、文
化
、食
な
ど
ト
ー

タ
ル
的
に
考
え
て
、
観
光
振
興

の
取
組
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た

い
。

③ 

産
業
振
興
に
つ
い
て

町
長

 

農
業
法
人
化
も
簡
単

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い
、
こ

の
厳
し
い
情
勢
の
中
を
一
歩
一

歩
ど
う
い
う
形
で
切
り
抜
け
る

か
、
全
力
を
傾
注
し
な
が
ら
農

業
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
も

意
識
改
革
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
将
来
に
向
け
る
農
業
、
漁

業
の
振
興
に
対
し
て
最
善
を
尽

く
す
。

小
黒

 

現
在
町
の
考
え
て
い

る
農
業
法
人
化
は
無
理
だ
と
考

え
る
。
今
ま
で
災
害
復
興
基
金

や
、
交
付
金
で
町
財
政
を
カ

バ
ー
し
て
き
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
、
今
抱
え
て
い
る
課
題
を
一

つ
一
つ
解
決
し
つ
つ
、
自
主
財

源
確
保
に
向
け
て
の
施
策
が
大

事
と
考
え
る
。

Q&A保護者負担の給食費は
どうなるの ?

現状維持を考えているが、
臨機応変に対応する

町長

石
川

 

小
学
校
は
1
食
230

円
、
中
学
校
で
は
1
食
260
円
を

食
材
費
と
し
て
保
護
者
が
負
担

し
て
い
る
が
、「
子
育
て
支
援
」

の
観
点
か
ら
、
負
担
軽
減
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
な
認
識
か
伺

う
。町

長

 
米
と
牛
乳
更
に
サ
ザ

エ
の
炊
き
込
み
ご
飯
の
も
と
を

町
は
直
接
負
担
し
て
い
る
。
光

熱
費
、
食
材
費
、
人
件
費
等
高

騰
し
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な

負
担
が
多
く
な
っ
て
も
、
町
は

対
応
し
て
い
る
。
給
食
費
の
保

護
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
は
無
償
化
で
は
な
く
、
現

状
維
持
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
児
童
生
徒
の
健
康
を
保
持

し
つ
つ
、
心
身
の
発
達
に
大
き

く
寄
与
す
る
よ
う
な
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
給
食
の
提
供
を
重
視

し
て
い
る
。

　

思
い
出
に
残
る
よ
う
な
内
容

の
充
実
し
た
給
食
を
こ
れ
か
ら

も
提
供
し
て
い
き
た
い
。

給
食
費
の
負
担
軽
減
に

�

対
す
る
認
識
は

石
川

 

小
・
中
学
校
と
も
年

間
の
給
食
費
に
か
か
る
日
数

は
、約
200
日
と
言
わ
れ
て
お
り
、

年
間
の
保
護
者
負
担
は
10
万
円

弱
に
な
る
。

　

私
は
、
完
全
無
償
化
に
は
賛

成
し
ま
せ
ん
。
導
入
す
れ
ば
、

自
主
財
源
の
乏
し
い
当
町
の
財

政
を
圧
迫
し
か
ね
な
い
か
ら
で

あ
る
。

　

し
か
し
、
財
源
の
捻
出
問
題

は
議
論
の
余
地
と
し
て
残
る

が
、
例
え
ば
第
2
子
以
下
は
2

分
の
1
補
助
す
る
と
か
、
あ
る

い
は
一
律
に
3
分
の
1
を
補
助

す
る
な
ど
検
討
で
き
な
い
か
。

　

補
正
予
算
を
組
ん
で
ま
で
、

今
年
度
中
に
対
応
せ
よ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
今
年

度
も
半
期
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
、
ま
た
、
子
育
て
支

援
事
業
だ
け
が
、
町
が
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
主
要
事

業
の
全
て
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

　

議
員
の
一
人
と
し
て
、
子
育

来
年
度
当
初
予
算
に

　
反
映
さ
せ
ら
れ
る
か
、

�

負
担
軽
減
は

て
支
援
事
業
の
推
進
を
容
認
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
目
玉
事
業

と
位
置
付
け
て
い
る
当
町
で
あ

れ
ば
、
来
年
度
当
初
予
算
に
少

し
で
も
反
映
さ
せ
る
よ
う
考
慮

す
る
考
え
は
あ
る
か
否
か
。

臨
機
応
変
に
対
応
す
る

町
長

 

仮
に
学
校
給
食
を
無

償
に
し
た
場
合
、約
１
５
６
０
万

円
の
支
出
に
な
る
が
、
一
般
会

計
歳
入
に
占
め
る
自
主
財
源
が

約
2
割
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
に

耐
え
う
る
財
政
力
は
あ
る
。
金

の
問
題
よ
り
も
給
食
内
容
の
充

実
を
考
え
て
い
る
。

　

児
童
生
徒
ら
に
こ
れ
ま
で
以

上
に
喜
ば
れ
る
内
容
の
提
供
を

指
示
し
て
い
る
。

　

長
い
給
食
の
歴
史
が
あ
る
。

保
護
者
の
皆
さ
ん
か
ら
、
学
校

給
食
、
給
食
費
に
対
す
る
い
ろ

い
ろ
な
考
え
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
な
が
ら
判
断
し
て
い
き

た
い
。
随
時
、
臨
機
応
変
に
保

護
者
の
皆
さ
ん
の
お
気
持
ち
に

応
え
る
べ
く
対
応
し
て
い
く
。

石川 　豊 議員

美味しく食べている給食

空き地と人がいない様子

収穫後の圃場
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Q&A10 期目の町長選挙は
体力には自信。
多選は受け流したい。

町長

仙海 直樹 議員

か
ら
行
動
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

て
い
る
。

　

遠
隔
診
療
に
つ
い
て
は
い
さ

か
の
疑
問
を
持
つ
が
、
一
つ
の

手
段
と
し
て
、
今
か
ら
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。

　

後
継
者
難
に
対
す
る
課
題

は
、
商
工
会
が
事
業
者
に
寄
り

添
っ
て
、
伴
走
型
的
な
支
援
を

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
う
。
創
業
、
承
継
に
対

す
る
補
助
制
度
を
新
年
度
は
考

え
た
い
。

仙
海

 

高
齢
や
多
選
を
理
由

に
勇
退
さ
れ
て
は
ど
う
か
と
の

声
を
聞
く
が
ど
の
よ
う
に
思
う

か
。町

長

 

体
力
、
気
力
と
も
充

実
し
て
お
り
、
50
代
、
60
代
、

70
代
の
皆
さ
ん
と
伍
し
て
も
劣

ら
な
い
と
い
う
自
信
を
持
っ
て

い
る
。

　

多
選
に
対
す
る
批
判
は
心
得

て
い
る
が
、
36
年
間
町
長
を
努

め
さ
せ
て
も
ら
う
中
で
、
常
に

感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
町

民
の
心
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

全
力
を
傾
注
し
て
き
た
点
か
ら

す
る
と
、
多
選
批
判
は
受
け
流

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

町
長
選
へ

仙
海

 

町
長
に
と
っ
て
の
出

雲
崎
町
の
最
大
の
課
題
は
何

か
。町

長

 

人
口
減
少
、
少
子
化

対
策
、
こ
れ
は
喫
緊
の
大
き
な

優
先
課
題
に
取
り
上
げ
て
い

る
。

　

買
物
難
民
、
あ
る
い
は
医
療

の
問
題
、
地
域
交
通
問
題
の

他
、
農
業
、
漁
業
、
商
業
を
合

わ
せ
た
大
き
な
課
題
を
横
断
的

に
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
優
先
課
題
と
い
う
な
ら

ば
、
少
子
化
対
策
な
り
、
そ
う

い
う
も
の
が
優
先
す
る
が
、
横

断
的
に
し
っ
か
り
、
行
政
を
進

め
る
と
い
う
こ
と
が
私
は
一
番

大
事
だ
と
思
う
。

仙
海

 

私
は
人
口
減
少
、
少

子
化
対
策
、
こ
れ
が
一
番
の
課

題
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
が
解

決
す
れ
ば
、そ
の
後
に
お
い
て
、

様
々
な
課
題
の
解
決
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
の
か
な
と
い
う

ふ
う
に
思
っ
て
い
る
。

出
雲
崎
の
課
題
は

仙
海

 

今
後
、
買
い
物
弱
者

や
地
域
医
療
、地
域
公
共
交
通
、

事
業
承
継
に
対
す
る
対
策
を
ど

の
よ
う
に
講
じ
る
か
。

町
長

 

買
物
難
民
対
策
は
移

動
販
売
を
導
入
す
べ
き
だ
と

言
っ
て
き
た
。
そ
れ
が
い
よ
い

よ
現
実
的
に
10
月
半
ば
頃
か
ら

移
動
販
売
が
始
ま
る
。
海
岸
地

区
の
買
い
物
難
民
の
解
消
に
努

め
る
。

　

地
域
公
共
交
通
の
確
保
は
Ｊ

Ｒ
越
後
線
の
問
題
、
越
後
交
通

の
運
行
、
あ
る
い
は
出
雲
崎
タ

ク
シ
ー
や
デ
マ
ン
ド
交
通
、
こ

の
辺
を
い
か
に
有
機
的
に
結
び

つ
け
、
こ
れ
ら
の
実
態
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
検
討
し
な
が

ら
、
対
応
し
て
い
く
。

　

越
後
線
の
存
続
に
は
、
全
力

を
挙
げ
て
い
く
。

　

地
域
医
療
の
問
題
は
関
係
機

関
の
皆
さ
ん
と
、
い
か
に
こ
れ

か
ら
の
出
雲
崎
町
に
お
け
る
医

師
の
確
保
が
ど
う
あ
る
べ
き
か

助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今

様
々
な
課
題
を

�

ど
う
考
え
る
か

Q&A6 月の出雲崎大祭は
出雲崎町民みんなの祭りだ！
と、はっきり言明せよ

町を代表する伝統文化として
無形文化財に指定したい

町長

高橋 速円 議員

高
橋

 

縮
小
型
社
会
で
大
祭

を
今
後
ど
う
す
る
の
か
。
負
担

を
軽
く
し
元
気
を
出
さ
せ
る
智

慧
が
必
要
だ
。
大
祭
を
町
の
祭

り
と
し
て
み
ん
な
が
認
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
思
い
切
っ
た
施

策
を
伺
う
。

大
祭
を
ど
う
維
持
し

�

元
気
づ
け
る
か

無
形
文
化
財
と
し
て
指
定

す
れ
ば
町
が
関
与
で
き
る

町
長

 

政
教
分
離
の
な
か
、

良
寛
堂
内
は
神
事
、
町
内
の
神

輿
渡
御
は
無
形
文
化
財
と
し
て

指
定
す
る
こ
と
で
町
が
関
与
す

る
、
と
い
う
こ
と
し
か
解
決
の

方
法
は
な
い
。

今年6月17日の大祭　賑わい復活！

年内に維持存続の方向付け、できるか？

善は急げ！　直ちに対応し、指示する！町長

高
橋

 

い
ま
、
大
祭
に
関
し

て
関
係
集
落
は
大
変
な
負
担
で

難
渋
し
て
い
る
。
文
化
財
に
係

わ
る
条
例
に
は
財
政
支
援
が
明

記
さ
れ
て
い
る
。
今
年
中
に
あ

る
程
度
の
方
向
付
け
し
な
い
と

来
年
沈
没
し
か
ね
な
い
。

　

来
年
早
々
町
長
選
挙
が
あ
る

が
、
そ
れ
に
左
右
さ
れ
な
い
行

政
の
一
貫
性
を
示
し
て
ほ
し

い
。結

論
は
、
善
は
急
げ

全
力
で
対
応
す
る

町
長

 

早
急
に
直
ち
に
対
応

し
、
指
示
し
な
が
ら
全
力
で
や

る
。

問
題
は
財
政
支
援
だ

関
係
集
落
の
負
担
軽
減
の

�
方
向
性
打
ち
出
せ
る
か
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Q&A特別支援教育理解の進めかたは
県内屈指の体制の継続・充実に
全力を尽くす 

教育長

髙桑 佳子 議員

髙
桑

 

障
が
い
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
、
み
ん
な
が
一
緒

に
教
育
を
受
け
て
社
会
参
加
を

目
指
す
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
構
築
が
進
ん
で
き
て
い
る
。

　

出
雲
崎
町
の
教
育
環
境
は
全

国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
と
思

う
。
子
ど
も
一
人
あ
た
り
286
万

円
の
ト
ー
タ
ル
支
援
事
業
だ
け

で
な
く
、
長
年
、
関
係
機
関
・

職
員
が
地
道
に
積
み
上
げ
て
構

築
さ
れ
て
き
た
支
援
体
制
こ

そ
、
出
雲
崎
町
が
誇
れ
る
の
で

は
な
い
か
。

　

し
か
し
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

な
共
生
社
会
実
現
の
た
め
に
障

壁
と
な
る
の
は
、
社
会
や
地
域

の
理
解
が
追
い
つ
い
て
い
な
い

こ
と
と
思
う
。

　

他
に
先
ん
じ
て
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
、
当
町
は
周
囲
の

理
解
を
ど
う
す
す
め
て
い
く
か
。

髙
桑

 

出
雲
崎
町
で
現
在
行

な
わ
れ
て
い
る
特
別
支
援
と
今

後
の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

出
雲
崎
町
の
現
在
の
支
援
と

�

今
後
の
計
画
は

幼
児
期
か
ら
継
続
し
た

�

支
援
体
制
を
整
え
る

教
育
長 

障
が
い
の
あ
る
な
し

に
か
か
わ
ら
ず
社
会
参
加
、
社

会
貢
献
が
で
き
る
共
生
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
た
ち
が
通
常
の
学
級

で
共
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

教
育
を
着
実
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
現
状
に
つ
い
て
３

点
と
今
後
の
計
画
を
説
明
す

る
。

１�

、
保
護
者
を
含
め
た
関
係
者

が
共
通
理
解
を
深
め
る
事
が

で
き
る
よ
う
に
、
早
期
か
ら

の
教
育
相
談
、
発
達
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

２�

、
年
３
回
、
教
育
支
援
委
員

会
を
設
け
、
教
育
的
ニ
ー
ズ

と
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
合

意
形
成
を
行
な
う
県
内
屈
指

の
体
制
を
整
え
て
い
る
。

３�

、
就
学
後
、
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
中
心
に
学

校
全
体
で
子
に
応
じ
た
対
応

が
で
き
る
校
内
体
制
を
整
え

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

多
様
な
学
び
の
場
と
整
え
て

お
り
個
に
応
じ
た
学
び
が
で
き

る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
通
級

指
導
教
室
を
設
置
し
て
お
り
、

中
学
生
も
指
導
が
受
け
ら
れ

る
。

　

今
後
は
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

の
機
能
を
有
し
、
幼
児
期
か
ら

学
校
教
育
ま
で
継
続
し
た
支
援

体
制
を
整
え
た
い
。

　

ま
た
、
町
の
全
教
職
員
を
対

象
に
研
修
会
を
実
施
し
て
い

る
。髙

桑

 

特
色
あ
る
高
校
と
し

て
頑
張
っ
て
い
る
出
雲
崎
高
校

と
ど
の
よ
う
に
連
携
を
図
っ
て

い
く
か
。

先
生
方
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と

�

生
徒
の
主
体
性
に
期
待
す
る

教
育
長 

町
と
結
ん
で
い
る
包

括
連
携
協
定
を
活
か
し
、
相
互

交
流
、
連
携
を
着
実
に
実
践
し

て
い
き
た
い
。
イ
ベ
ン
ト
等
で

地
域
と
関
わ
り
合
う
こ
と
で
相

互
理
解
を
深
め
た
い
。

出
雲
崎
高
校
と
の
連
携
は

髙
桑

 
他
の
自
治
体
で
は
、

「
人
権
を
尊
重
し
多
様
性
を
認

め
合
う
ま
ち
を
実
現
す
る
条

例
」
等
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社

会
実
現
の
た
め
の
条
例
制
定
の

動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
地
域

住
民
の
理
解
を
深
め
、
意
識
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
当
町
で
も

考
え
ら
れ
な
い
か
。

条
例
制
定
は
考
え
て
い
な
い
が

�

他
の
手
段
で
全
力
を
尽
く
す

教
育
長 

条
例
制
定
を
す
る
考

え
は
な
い
が
、
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
定
数
化
を
強

く
働
き
か
け
、
県
内
屈
指
の
体

制
を
継
続
・
発
展
さ
せ
る
こ
と

に
全
力
を
尽
く
す
。

共
生
社
会
実
現
の
た
め
の

�
条
例
制
定
を
考
え
ら
れ
な
い
か

Q&Aきらりは多世代交流館施設
多世代が集い
子育て見守る施設へ

町長

島

 

条
例
の
な
か
で
「
き

ら
り
」
は
、
地
域
住
民
が
相
互

に
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
交

流
の
場
と
し
て
、
多
世
代
交
流

型
子
育
て
拠
点
を
構
築
し
、
地

域
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
の

機
会
と
場
所
を
提
供
す
る
た
め

に
設
置
す
る
と
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
施
設
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
か
。

現
状
、

子
育
て
世
代
に
偏
っ
て
い
る

町
長

 

多
世
代
交
流
と
は
、

世
代
を
超
え
た
幅
広
い
交
流
を

通
し
な
が
ら
、
子
育
て
世
代
や

高
齢
者
世
代
の
孤
独
を
解
消
し

つ
つ
、
お
互
い
の
助
け
合
い
や

譲
り
合
い
の
な
か
で
共
生
を
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

転
入
し
て
き
た
家
族
や
こ
れ

か
ら
親
に
な
る
方
々
の
孤
立
化

が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
き
ら
り
」
で
多
世
代
の

集
い
の
場
を
提
供
し
て
い
る

が
、
子
育
て
世
代
に
偏
っ
て
い

る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

町
長
の
考
え
る

�

「
多
世
代
交
流
」
と
は

島

 

一
概
に
、
多
世
代
で

子
育
て
を
支
え
る
こ
と
は
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
が
、
多
世
代

交
流
館
と
名
付
け
て
あ
る
の
で

あ
れ
ば
、
そ
の
機
能
を
十
二
分

に
発
揮
し
、
今
後
の
事
業
展
開

に
期
待
し
た
い
。

多
世
代
で

�

子
育
て
を
見
守
る
施
設
へ

町
長

 

こ
ど
も
と
保
護
者
が

触
れ
合
う
だ
け
の
場
で
は
な

く
、
日
常
の
活
動
や
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
、あ
ら
ゆ
る
世
代
が「
き

ら
り
」
に
集
ま
り
、
悩
み
や
価

値
観
を
高
め
、
多
世
代
、
社
会

全
体
で
子
育
て
を
温
か
く
見
守

る
こ
と
に
重
点
を
お
く
施
設
に

し
て
い
く
。

「
き
ら
り
」の
今
後
の
展
望
は

島

 

工
事
が
開
始
さ
れ
た

斜
面
は
、
各
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
「
子

育
て
世
代
だ
け
で
な
く
多
世
代

が
楽
し
め
る
場
所
を
計
画
中
」

と
あ
っ
た
が
、
ど
の
よ
う
な
内

容
か
。

　

併
せ
て
、
町
の
将
来
を
案
じ

て
、
地
域
と
の
交
流
を
い
か
に

し
て
つ
く
ろ
う
か
一
生
懸
命
考

え
行
動
し
て
い
る
町
内
の
方
々

の
意
見
も
取
り
入
れ
た
内
容
に

し
て
ほ
し
い
。

将
来
展
望
の
第
一
歩

町
長

 

今
年
度
は
基
礎
工

事
、
来
年
度
に
遊
具
関
係
等
の

詳
細
設
計
を
進
め
る
２
カ
年
計

画
で
あ
る
。
ブ
ラ
ン
コ
な
ど
の

一
般
的
な
遊
具
を
揃
え
る
の
で

は
な
く
、
限
ら
れ
た
用
地
を
い

か
に
有
効
に
活
用
す
べ
き
か
、

担
当
者
と
検
討
し
て
い
る
。
専

門
業
者
の
意
見
を
聞
く
だ
け
で

な
く
、「
き
ら
り
」
を
利
用
し

て
い
る
方
や
関
係
者
の
具
体
的

な
意
見
を
聴
取
し
て
練
り
上
げ

て
い
く
。

多
世
代
が
楽
し
め
る

�

新
た
な
屋
外
施
設
と
は

島

 

人
と
人
が
つ
な
が
る

こ
と
は
、
災
害
や
防
災
時
の
支

援
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
な

る
。
名
実
と
も
に
「
子
育
て
応

援
宣
言
」
が
町
民
の
生
活
に
反

映
さ
れ
る
確
か
な
も
の
に
な
っ

て
ほ
し
い
。

町
民
の
生
活
に
反
映
さ
れ
る

�

確
か
な
も
の
に

島  明日香 議員

工事が始まった屋外施設建設予定地

「きらり」での親子の様子

「多世代交流館施設きらり」の外観

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
と
は

「
全
て
を
包
括
す
る
」
こ
と
。
障
が
い
の

有
無
や
性
別
、
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
、
人

種
な
ど
、
様
々
な
違
い
を
認
め
合
い
お
互

い
の
人
権
と
尊
厳
を
大
切
に
生
き
る
社
会

を
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
社
会
（
共
生
社
会
）

と
い
う
。
国
は
そ
の
実
現
の
た
め
学
校
教

育
に
於
い
て
「
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
す
」と
し
て
い
る
。

一
口
メ
モ
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町
村
議
会
広
報
研
修
会
に
参
加

去
る
９
月
27
日
、
日
経
ホ
ー
ル
に
お
い
て
議
会
報
特
別
委
員
会
の
委
員
５
名
事
務
局
１
名
総
勢
６
名
で
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
広
報
研
修
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

議会サロン今後の予定
町議会では、町民の皆さま
のご意見・ご要望等をお聞
きする『議会サロン』を開
催しています。担当議員２
名が皆さまをお待ちしてい
ます。ぜひ、お越しくださ
い。

　

８
月
25
日
に
、
出
雲
崎
町
に
お
け
る
持

続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て
、産
業
観
光
課
、

農
業
委
員
会
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委

員
会
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し
た
。

 

産
業
観
光
課
か
ら
、
農
業
法
人
の
設
立

構
想
、
作
業
受
託
協
議
会
の
取
り
組
み
、

園
芸
協
議
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明

が
あ
っ
た
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
は
、

①�

農
業
者
へ
法
人
の
概
要
を
説
明
し
、
賛

同
者
を
交
え
、
具
体
的
な
法
人
の
姿
を

つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
代
表
者
や
モ
デ

ル
地
区
を
選
定
す
る
。

②�

国
の
事
業
で
あ
る
「
中
山
間
地
農
業
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
推
進
事
業
」
を
活
用
し
、

３
年
か
け
て
冬
季
品
目
の
確
立
と
作
業

受
託
体
制
を
整
備
す
る
。

③�

法
人
化
推
進
員
と
し
て
令
和
５
年
４
月

か
ら
専
門
職
員
を
採
用
し
、
地
域
農
業

者
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
地
域
お
こ
し

協
力
隊
と
事
業
に
取
り
組
み
、
法
人
設

立
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

④�

作
業
受
託
事
業
と
園
芸
受
託
事
業
に
つ

い
て
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
業
務
を
開

始
で
き
る
よ
う
進
め
る
。
ド
ロ
ー
ン
や

草
刈
り
機
の
選
定
や
研
修
会
を
開
催
し

た
り
、
園
芸
品
目
の
選
定
や
試
験
栽
培

等
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
ほ
場
を
提
供

い
た
だ
け
る
協
力
者
を
募
集
し
て
い
く
。

　

出
席
者
の
意
見
と
し
て
、

 

・�

町
作
業
受
託
協
議
会
及
び
町
園
芸
協

議
会
に
対
し
て
、
国
の
交
付
金
は
ど

の
程
度
あ
る
の
か
。

 

・�

事
前
の
意
向
調
査
の
対
象
者
は
、
農

地
が
５
～
10
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
農

業
者
12
名
と
の
こ
と
だ
が
、
現
実
的

に
困
っ
て
い
る
の
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

以
下
の
農
業
者
だ
と
考
え
る
の
で
、

意
見
を
聞
き
、
法
人
設
立
を
早
急
に

進
め
る
必
要
が
あ
る
。

 
・�

儲
か
る
農
業
の
取
り
組
み
は
大
事
だ

が
、
貸
し
出
す
側
の
取
り
組
み
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

 

・�

町
の
持
続
可
能
な
農
業
に
つ
い
て
話

し
合
え
る
よ
う
、
今
後
も
意
見
交
換

会
を
開
催
し
て
ほ
し
い
。

　

な
ど
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
い
、
有
意

義
な
会
と
な
っ
た
。
今
後
も
、
農
業
の
諸

問
題
や
不
安
等
を
共
有
し
、
よ
り
良
い
町

の
農
業
が
持
続
し
て
い
く
よ
う
努
め
た
い
。

�

委
員
長　

中
野 
勝
正

　

当
日
は
、北
海
道
か
ら
福
井
県
に
至
る
、

約
500
名
を
超
え
る
町
村
広
報
担
当
議
員
で

会
場
は
埋
め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
報
に
関
連
す
る
３
名
の
専
門
家
が
順

次
、
講
演
を
行
い
今
後
の
議
会
報
づ
く
り

に
ヒ
ン
ト
を
頂
く
こ
と
が
で
き
て
参
考
に

な
り
ま
し
た
。

　

最
初
の
講
演
は
硬
い
話
で
し
た
が
、
弁

護
士
・
玉
置
菜
々
子
氏
は
、
主
に
著
作

権
、
肖
像
権
を
中
心
に
話
さ
れ
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
権
の
侵
害
に
な
ら
な
い
よ
う
、
広

報
で
使
用
す
る
と
き
は
、
契
約
書
な
ど
を

交
わ
す
の
か
ど
う
か
注
意
し
て
進
め
る
こ

と
が
大
切
な
事
で
す
と
強
調
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

次
に
登
壇
さ
れ
た
方
は
、
メ
デ
ィ
ア
プ

ラ
ン
ナ
ー
の
白
木
一
誠
氏
で
し
た
。
講
師

が
言
う
に
は
、議
会
報
を
作
る
に
あ
た
り
、

企
業
と
行
政
の
「
必
要
と
さ
れ
る
役
割
と

サ
ー
ビ
ス
目
的
の
違
い
」
を
し
っ
か
り
と

先
ず
は
認
識
す
べ
き
で
す
よ
と
。
誰
の
た

め
に
作
る
の
で
す
か
？　

サ
ー
ビ
ス
の
目

的
は
何
で
す
か
？　

永
続
性
の
中
身
は
？

　

其
々
、
地
域
住
民
の
た
め
で
あ
り
居
住

へ
の
安
心
感
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
で
あ
り
、
子
孫
繫
栄
・
定
住
化
に
つ
な

げ
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
捉
え
、住
民
が
「
見
た
い
知
り
た
い
」

と
思
う
心
理
を
心
地
よ
く
刺
激
す
る
よ
う

な
企
画
編
集
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

い
つ
も
地
元
フ
ァ
ー
ス
ト
な
セ
ン
ス
を

感
じ
る
よ
う
な
、
住
民
み
ん
な
が
閲
覧
し

や
す
い
議
会
報
を
目
指
し
て
、
企
画
力
・

編
集
力
・
デ
ザ
イ
ン
力
が
磨
く
べ
き
３
つ

の
基
本
で
あ
る
と
結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
登
場
さ
れ
た
方
は
、
磨
く
べ
き

３
つ
の
基
本
の
一
つ
で
あ
る
デ
ザ
イ
ン
力

の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
平
本
久
美
子
氏
で
あ

る
。

　

チ
ラ
シ
等
の
デ
ザ
イ
ン
で
、
高
度
な
技

術
的
講
演
で
し
た
が
、
な
る
ほ
ど
と
感
じ

た
の
は
、
誰
に
向
け
て
作
成
す
る
の
か
、

デ
ザ
イ
ン
す
る
前
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め

る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
そ
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
は
ど
う
絞
る
の
か
な
ど
に
講
演
時
間
を

割
い
て
い
ま
し
た
。

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
明
確
だ
と
、
書
く
べ
き

こ
と
・
デ
ザ
イ
ン
・
チ
ラ
シ
の
配
布
方
法

な
ど
が
決
め
や
す
く
な
る
た
め
だ
そ
う
で

す
。
プ
ロ
か
ら
見
た
目
で
は
、
何
を
載
せ

る
か
迷
っ
た
ら
、「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
」が「
ゴ
ー

ル
」す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
を
え
ら
ぶ
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
興
味
を
ひ
い
て
ゴ
ー
ル
ま

で
導
く
よ
う
に
す
る
。

　

例
え
ば
、
イ
ベ
ン
ト
に
行
く
よ
う
に
す

る
、
体
験
教
室
へ
申
込
む
な
ど
で
あ
る
。

　

本
研
修
会
を
通
し
て
議
会
報
作
成
に
つ

い
て
、
少
し
で
も
活
か
し
て
住
民
の
多
く

の
方
か
ら
議
会
報
を
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

�

委
員
長　

石
川　

豊

社
会
産
業
常
任
委
員
会

社
会
産
業
常
任
委
員
会

��
視
察・調
査
報
告

視
察・調
査
報
告

開催日 時間 場　　所 担当議員

11月25日（土）
午前10時

～正午

ホッと情報館
陽だまり 宮下 孝幸 髙桑 佳子

1月27日（土） 妻入り会館 高橋 速円 加藤 修三

※ 12 月の議会サロンは 12 月定例会があるため、開催しません。

11月16日㈭、17日㈮ 2回の開催
「顔が見える議会」を目指して！

を開催
します。

　出まえ議会は、議員が地域に出向いて皆さまと意見交換を行います。素朴な質問から率
直な意見まで、議会に対する要望やご意見など町民の皆さまの意見をお聞かせください。

お近くの会場にぜひお越しください。

開催日 会　　場 開場時刻 担当委員

11月16日㈭ 大釜谷集落開発センター 午後７時 総務文教常任委員

11月17日㈮ 上中条集落開発センター 午後７時 社会産業常任委員

総務文教常任委員 仙 海 直 樹 石 川 　 豊 宮 下 孝 幸 髙 桑 佳 子 三 輪 　 正

社会産業常任委員 中 野 勝 正 島  明日香 高 橋 速 円 加 藤 修 三 小 黒 博 泰

出まえ議会

広
報
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

17 16い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号 令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号

令
和
４
年
度

主
な
事
業

令
和
４
年
度

決
算
認
定

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

７
月
臨
時
会

一
般
質
問

一
般
質
問

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

町
村
議
会

広
報
研
修
会

議
会
サ
ロ
ン

全
員
協
議
会

全
員
協
議
会

議
会
サ
ロ
ン

町
村
議
会

広
報
研
修
会

令
和
４
年
度

決
算
認
定

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

令
和
４
年
度

決
算
認
定



　
　
　
　
　

出
雲
崎
大
祭
は
、
に
ぎ

わ
い
創
出
に
寄
与
し
た
の
か
。ま
た
、

行
政
と
し
て
各
課
で
知
恵
を
絞
り
な

が
ら
今
ま
で
同
様
ま
た
そ
れ
以
上
の

祭
り
へ
の
支
援
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

神
輿
の
担
ぎ
手
が

少
な
か
っ
た
こ
と
、
他
市
の
お
祭
り

と
重
な
り
露
店
数
も
若
干
少
な
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
に
ぎ
わ
い
が
少
な

く
感
じ
た
要
因
で
は
あ
る
が
、
４
年

ぶ
り
に
熱
気
に
包
ま
れ
た
一
日
だ
っ

た
。
当
祭
り
は
、
300
年
以
上
続
い
て

い
る
伝
統
行
事
で
あ
り
、
地
域
の
皆

さ
ま
の
熱
い
想
い
を
根
底
に
実
施
さ

れ
て
い
る
た
め
、
今
後
も
意
見
の
す

り
合
わ
せ
を
し
な
が
ら
大
祭
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
祭

り
の
様
子
を
配
信
し
、
神
輿
の
担
ぎ

手
の
募
集
・
確
保
が
で
き
れ
ば
と
検

討
し
て
い
る
。

　
　
　

 

町
と
し
て
、
観
光
協
会
、

商
工
会
等
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
大

祭
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
体
制

を
整
え
る
。

防
火
水
槽
設
置
工
事
に
伴
う

�

家
屋
調
査

　
　
　
　
　

川
西
地
区
と
船
橋
地
区

に
設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
川
西
児

童
遊
園
の
奥
に
工
事
車
両
が
出
入
り

す
る
こ
と
か
ら
、
事
前
に
家
屋
調
査

を
し
て
ほ
し
い
と
町
民
か
ら
要
望
が

あ
っ
た
た
め
、
町
と
し
て
も
必
要
性

を
感
じ
、
隣
接
す
る
建
物
２
軒
分
の

調
査
を
決
定
し
た
。
本
来
、
当
初
予

算
計
上
前
に
隣
接
者
に
お
話
す
べ
き

業
務
を
怠
っ
て
い
た
こ
と
を
反
省
し

て
い
る
。

　
　
　
　
　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
新
潟
支
社

が
、
新
潟
県
内
の
無
人
駅
を
地
域
活

性
化
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
事
業

者
を
募
集
し
て
い
る
。
出
雲
崎
高
校

も
あ
り
越
後
線
は
大
事
な
路
線
に

な
っ
て
い
る
。
当
町
も
企
業
と
コ
ラ

ボ
し
て
借
り
受
け
、
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
拠
点
に
し
た
り
、
姉
妹
都
市

の
柳
津
町
を
参
考
に
、
越
後
線
を

使
っ
て
出
雲
崎
に
来
て
も
ら
え
る
よ

う
駅
を
活
性
化
す
る
考
え
は
あ
る

か
。

　
　
　
　
　

地
方
鉄
道
の
路
線
の
維

持
活
性
化
に
向
け
、
越
後
線
で
は
、

沿
線
自
治
体
が
集
ま
り
活
性
化
分
科

会
が
立
ち
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
駅
舎
を
含
め
路
線
全
体
に
つ
い

て
機
能
の
維
持
・
活
性
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
考
え
て
い
く
。
ま
た
、

駅
舎
の
中
に
は
自
動
券
売
機
が
あ
り

使
用
に
制
約
が
あ
っ
た
り
、
賃
借
料

も
高
額
で
あ
っ
た
た
め
、
町
単
独
で

の
駅
舎
を
活
用
す
る
こ
と
が
難
し

い
。
他
自
治
体
と
足
並
み
を
揃
え
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

当
町
の
ふ
る
さ
と
納
税

に
は
、
７
項
目
の
選
択
肢
が
設
け
ら

れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
「
町
長
が

特
に
定
め
る
事
業
」
の
基
準
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
度
と
３
年
度
の

内
容
は
。

　
　
　
　
　

毎
年
度
の
予
算
編
成
の

際
に
事
業
の
財
源
内
訳
等
考
慮
し
な

が
ら
、
そ
の
新
年
度
に
向
け
て
町
の

主
要
な
施
策
の
事
業
に
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
く
。

　

令
和
４
年
度
に
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
う
ち
「
町
長
が
特
に
定
め
る

事
業
」
を
希
望
さ
れ
た
方
が
172
件

９
１
４
万
１
０
０
０
円
あ
っ
た
。
令

和
５
年
度
事
業
と
し
て
は
、
船
ま
つ

り
協
賛
会
負
担
金
、
出
雲
崎
ま
ん
ぷ

く
祭
り
事
業
補
助
金
に
充
当
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

令
和
３
年
度
に
370
件
１
２
６
５
万

５
０
０
０
円
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

令
和
４
年
度
の
事
業
で
は
、
船
ま
つ

り
協
賛
会
負
担
金
、
町
観
光
協
会
活

動
補
助
金
に
充
当
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。

　
　
　
　
　

町
観
光
協
会
は
拡
充
さ

れ
て
き
て
い
る
た
め
、
店
舗
型
ふ
る

さ
と
納
税
を
導
入
し
、
地
域
の
方
に

還
元
で
き
る
方
策
を
と
れ
な
い
も
の

か
。

　
　
　
　
　

委
託
事
業
の
中
で
、
店

舗
型
ふ
る
さ
と
納
税
を
含
め
て
返
礼

品
の
選
択
肢
が
広
が
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
い
る
。
11
月
中
に
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
一
新
で
き
る
よ
う
努
力

す
る
。

　
　
　
　
　

11
月
か
ら
２
月
ま
で
の

４
か
月
間
の
使
用
期
限
で
、
前
回
同

様
の
事
業
実
施
と
な
る
。

出
雲
崎
大
祭

高
橋
議
員

産
業
観
光
課
長

町
長

総
務
課
長

出
雲
崎
駅
活
用

小
黒
議
員

総
務
課
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

高
橋
議
員

総
務
課
長

令
和
５
年
度
燃
料
購
入
費
等

�

助
成
事
業
の
実
施

総
務
課
長

　
　
　
　
　

町
か
ら
業
者
へ
の
支
払

い
方
法
や
期
限
等
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
経
営
の
や
り
く

り
に
支
障
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

　
　
　
　
　

昨
年
度
は
月
２
回
（
中

間
と
月
末
）
の
締
切
り
で
ま
と
め
て

支
払
い
を
し
て
い
た
。
現
金
払
い
で

の
商
売
を
さ
れ
て
い
る
方
に
は
歯
痒

い
部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、
今
回
も

同
様
に
お
願
い
し
た
い
。

や
ま
や
団
地（
第
２
期
）

�

分
譲
予
定

　
　
　
　
　

石
井
町
住
宅
と
ひ
ま
わ

り
ハ
ウ
ス
の
入
居
者
に
分
譲
地
購
入

の
問
い
合
わ
せ
を
し
た
と
こ
ろ
、
２

世
帯
か
ら
申
し
込
み
が
あ
っ
た
た

め
、
一
般
分
譲
か
ら
除
い
て
あ
る
。

９
月
中
に
分
譲
の
予
告
チ
ラ
シ
を
町

広
報
紙
と
共
に
各
戸
と
新
聞
折
り
込

み
に
、
ま
た
県
内
の
工
務
店
94
社
に

配
布
、
郵
送
す
る
予
定
で
あ
る
。
現

時
点
で
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
か
ら
３

件
、
一
般
の
方
か
ら
は
１
件
の
問
い

合
わ
せ
を
い
た
だ
い
た
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
用

　
　
　
　
　

今
年
度
の
募
集
の
コ
ン

セ
プ
ト
は
、
町
の
万
事
屋
と
し
て
活

動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
。
具
体
的
に

は
、
移
住
相
談
対
応
、
空
き
家
の
利

活
用
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ
、
地

域
の
各
種
団
体
の
サ
ポ
ー
ト
等
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
補
完
・
補
強
す
る
活

動
を
担
っ
て
い
た
だ
く
。
５
月
２
日

か
ら
31
日
ま
で
募
集
し
た
と
こ
ろ
２

人
の
応
募
が
あ
り
、
面
接
を
行
い
、

長
野
県
下
諏
訪
町
出
身
の
25
歳
、
北

谷
美
穂
さ
ん
に
決
定
し
た
。
任
用
期

間
は
、
12
月
１
日
か
ら
会
計
年
度
任

用
職
員
と
し
て
最
長
３
年
ま
で
延
長

可
能
。
住
居
は
、
大
門
の
民
間
住
宅

を
町
が
借
り
上
げ
、
そ
こ
に
ご
家
族

３
人
で
住
ん
で
い
た
だ
く
。
光
熱
水

費
は
本
人
負
担
、
公
用
車
等
必
要
物

品
は
町
が
用
意
す
る
。

　
　
　
　
　

こ
れ
ま
で
何
度
か
議
題

に
な
っ
た
よ
う
に
、
町
の
課
題
一
つ

の
こ
と
に
特
化
し
て
募
集
を
か
け
、

活
動
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
良
か
っ

た
の
で
は
。

　
　
　
　
　

ス
マ
ホ
の
使
い
方
等
高

齢
者
が
気
軽
に
聞
け
て
、
親
切
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
体
制

を
整
え
て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　

ど
こ
を
拠
点
に
し
て
活

動
す
る
の
か
。
採
用
後
の
イ
メ
ー
ジ

が
つ
か
な
い
。

　
　
　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

活
動
と
し
て
ス
マ
ホ
教
室
は
考
え
て

い
な
い
が
、
ご
本
人
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　

   

活
動
拠
点
は
、
役
場
で
は

な
く
海
岸
か
駅
前
の
公
共
施
設
に
常

駐
し
て
い
た
だ
く
予
定
。
行
政
経
験

が
あ
り
地
域
に
入
る
手
腕
を
も
っ
て

い
る
方
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
た

め
、
自
ら
現
地
に
出
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ミ
ッ

シ
ョ
ン
と
し
て
ど
う
い
う
こ
と
が
で

き
る
か
、
今
後
も
本
人
と
相
談
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
出
産
さ
れ
て
本

町
の
大
切
な
人
口
増
に
つ
な
が
っ
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

休
憩
所
心
月
輪

�

指
定
管
理
者
の
募
集

　
　
　
　
　
　
　

現
在
の
指
定
管
理

者
は
、
株
式
会
社
イ
ド
ム
で
、
令
和

６
年
３
月
31
日
で
指
定
期
間
が
終
了

す
る
。主
な
経
営
の
取
組
と
し
て
は
、

お
食
事
処
夕
日
庵
、ふ
れ
あ
い
食
堂
、

高
齢
者
宅
配
弁
当
の
実
施
、
良
寛
記

念
館
と
の
連
携
等
の
実
績
が
あ
る
。

今
後
も
、
地
域
の
拠
り
所
と
し
て
の

役
割
や
町
の
情
報
発
信
の
場
と
な
る

施
設
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
の
指
定
期
間
は
、
令
和
６
年

４
月
１
日
か
ら
令
和
８
年
３
月
31
日

の
２
年
間
と
し
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
を
採
用
。指
定
管
理
料
は
、

令
和
５
年
度
を
基
に
算
出
す
る
が
、

賃
金
改
正
等
に
よ
り
現
在
調
整
中
で

あ
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し

て
は
、
10
月
20
日
か
ら
募
集
要
項
の

配
布
、
11
月
13
日
で
申
請
書
受
付
の

締
め
切
り
、
11
月
下
旬
か
ら
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
に
て
審
査
す
る
。

　
　
　
　
　

町
の
飲
食
店
の
定
休
日

が
水
曜
日
に
重
な
っ
て
い
る
。
町
の

指
定
管
理
に
な
っ
て
い
る
２
つ
の
施

設
の
定
休
日
の
考
え
方
に
つ
い
て

は
、
町
と
の
協
議
の
う
え
変
更
す
る

こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
た
め
、
検
討
の
余
地
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

心
月
輪
に
つ
い
て

は
、
良
寛
記
念
館
の
休
館
日
と
合
わ

せ
て
い
る
。
運
営
側
の
人
数
も
考
慮

し
な
が
ら
、
定
休
日
の
考
え
方
も
内

部
で
検
討
し
て
い
く
。

小
黒
議
員

総
務
課
長

建
設
課
長

総
務
課
長

仙
海
議
員

高
橋
議
員

石
川
議
員

総
務
課
長

副
町
長

産
業
観
光
課
長

小
黒
議
員

産
業
観
光
課
長

全
員
協
議
会  

７
〜
９
月
開
催
分

全
員
協
議
会
は
議
案
の
審
査
又
は
議
会
の
運
営
に
関
し
、
協
議
ま
た
は
調
整
を
行
う
た
め
の
場
で
す
。

行
政
内
容
あ
る
い
は
、
提
出
議
案
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

主
な
も
の
か
ら
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

８
・
４	
町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
前
期
）

　
　
10	
議
会
運
営
委
員
会

　
　
22	
第
６
回
全
員
協
議
会

�
→
詳
細
は
ｐ
18
〜
19

　
　
25	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

�
→
詳
細
は
ｐ
16

　
　
26	

議
会
サ
ロ
ン
（
陽
だ
ま
り
）

　
　
31	

議
会
運
営
委
員
会

9
・
14	

９
月
定
例
会
初
日

�

→
詳
細
は
ｐ
6

	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
15	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

	

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
　
19	

９
月
定
例
会
一
般
質
問

�

→
詳
細
は
ｐ
9
〜
15

　
　
20	

決
算
審
査
特
別
委
員
会

�

→
詳
細
は
ｐ
7

　
　
22	

議
会
運
営
委
員
会

	

９
月
定
例
会
最
終
日

�

→
詳
細
は
ｐ
6

	

第
７
回
全
員
協
議
会

�

→
詳
細
は
ｐ
18
〜
19

　
　
27
〜
28

	

令
和
５
年
度
町
村
議
会
広
報

	

研
修
会
（
東
京
都
）

　
　
29	

第
44
回
町
村
議
会
広
報
研
修
会

	

（
新
潟
市
）

10
・
３	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
10	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
11	

議
会
運
営
委
員
会

　
　
13	

町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
後
期
）

　
　
16	

第
８
回
全
員
協
議
会

　
　
17	

議
会
報
特
別
委
員
会

　
　
20	

社
会
産
業
常
任
委
員
会

　
　
28	

議
会
サ
ロ
ン
（
妻
入
り
会
館
）

議
会
の
う
ご
き

�

（
主
な
も
の
）

（
令
和
５
年
８
月
～
10
月
）

出雲崎大祭こども神輿分譲ＰＲ看板

ふれあい食堂の食事

出雲崎駅待合室

19 18い ず も ざ き  議 会 だ よ り い ず も ざ き  議 会 だ よ り令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号 令 和 ５ 年 1 0 月 2 5 日第 1 2 1 号

令
和
４
年
度

主
な
事
業

令
和
４
年
度

決
算
認
定

９
月
定
例
会

９
月
定
例
会

７
月
臨
時
会

７
月
臨
時
会

一
般
質
問

一
般
質
問

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

社
会
産
業
常
任

委
員
会
視
察

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

出
ま
え
議
会
の

お
知
ら
せ

町
村
議
会

広
報
研
修
会

町
村
議
会

広
報
研
修
会

議
会
サ
ロ
ン

議
会
サ
ロ
ン

全
員
協
議
会

令
和
４
年
度

決
算
認
定

全
員
協
議
会

令
和
４
年
度

決
算
認
定
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表
紙
小
話

の

　
ま
だ
残
暑
厳
し
い
９
月
17
日
、
梅

オ
ー
ナ
ー
の
方
た
ち
に
よ
る
稲
刈
り

が
、
勝
見
の
田
ん
ぼ
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。

　
お
子
さ
ん
も
多
く
、
総
勢
58
名
の

素
晴
ら
し
い
参
加
率
。
ま
っ
青
な
海

の
見
え
る
高
台
で
稲
を
刈
り
、
ま
る

け
て
、
は
ざ
掛
け
を
し
、
慣
れ
な
い

作
業
で
す
が
一
生
懸
命
に
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
の
お
昼
は
中
央
公
民
館
で

海
の
幸
を
堪
能
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
参
加
さ
れ
た
方
か
ら
は
、「
近

い
う
ち
に
家
族
で
ま
た
来
ま
す
。
見

所
は
ど
こ
で
す
か
。」
な
ど
と
聞
か

れ
て
大
変
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
様

子
で
し
た
。

　
企
画
側
の
担
当
職
員
も
一
生
懸
命

動
い
て
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
に
満

足
い
た
だ
け
て
嬉
し
そ
う
で
し
た
。

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
ひ
と
つ

が
、
地
道
に
交
流
人
口
増
加
に
繋

が
っ
て
い
く
の
だ
と
、
あ
ら
た
め
て

思
い
ま
し
た
。

（
髙
桑
佳
子
）

編

集

後

記

　
委
員
長
　
　
石
川 

　
豊

　
副
委
員
長
　
髙
桑 

佳
子

　
委
　
員
　
　
仙
海 

直
樹

　
委
　
員
　
　
小
黒 

博
泰

　
委
　
員
　
　
島 

明
日
香

　
今
年
の
夏
の
猛
暑
も
よ
う
や
く
影

を
潜
め
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
芸
術
の

秋
な
ど
「
○
○
の
秋
」
と
言
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
活
動
し
や
す
い
季
節

を
迎
え
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
ど
ん

な
秋
が
お
好
み
で
し
ょ
う
か
。

　
９
月
定
例
議
会
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
決
算
認
定
も
終
わ
り
、
ひ
と

段
落
し
て
い
ま
す
。
硬
い
お
話
で
大

変
恐
縮
で
す
が
、
少
し
決
算
認
定
に

つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　
議
長
を
除
く
９
名
の
議
員
が
「
総

務
文
教
分
科
会
」
と
「
社
会
産
業
分

科
会
」
に
分
か
れ
て
令
和
４
年
度
の

一
般
会
計
及
び
八
つ
の
特
別
会
計
の

歳
入
（
収
入
）
歳
出
（
支
出
）
が
適

正
か
否
か
を
審
査
い
た
し
ま
す
。

　
適
正
と
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
こ
と

が
令
和
４
年
度
決
算
認
定
を
し
た
と

言
い
ま
す
。

　
３
月
定
例
議
会
で
の
新
年
度
当
初

予
算
案
の
審
議
と
併
せ
、
議
会
と
し

て
の
と
て
も
重
要
な
仕
事
で
あ
り
ま

す
。

　
皆
さ
ん
も
「
議
会
だ
よ
り
」
で
そ

の
内
容
に
関
心
を
持
っ
て
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

（
石
川
　
豊
）

議
会
報
特
別
委
員
会

家
を
支
え
て
い
く
こ
と
に
精
一

杯
過
ご
し
て
い
る
今
日
こ
の
頃

の
中
で
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
感

じ
つ
つ
日
ご
と
に
お
客
様
の
笑

顔
が
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
そ
の

笑
顔
を
支
え
と
し
な
が
ら
出
雲

崎
が
以
前
よ
り
も
増
し
て
賑
や

か
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
商
売
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
以
上
、
な
に
か
と
出
雲
崎
に

貢
献
で
き
る
よ
う
に
身
構
え
て

い
る
つ
も
り
で
す
。
今
後
共
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
雲
崎
に
生
ま
れ
育
ち

　
　
　
ま
が
り
な
り
に
も
商
売

を
継
続
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
こ

と
に
、
町
の
皆
様
に
ま
ず
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
こ
の
七
月
に
父
が
死

亡
し
て
家
を
支
え
て
い
た
大
事

な
柱
が
な
く
な
り
心
も
と
な
い

日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
ボ

ヤ
っ
と
も
し
て
い
ら
れ
ず
毎
日

毎
日
仕
事
に
追
わ
れ
て
日
々
を

や
り
く
り
し
な
が
ら
父
の
教
え

だ
け
は
し
っ
か
り
と
胸
に
刻
み

出

んみ な の 声

小 黒 　 淳

尼瀬
お    ぐろ           じゅん

さん

老舗の菓子店


